
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集❶ 第2期西村市政がスタート

 特集❷ 令和3年度予算執行状況

表紙：表紙モデルに応募いただいた松田 夏織（まつだ　かおり）さんです。大堰川沿いで撮影した1枚です。
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　任期満了に伴う南丹市長選挙が4月10日に行われ、現
職の西村良平氏が再選を果たされました。
　今号は、第2期西村市政のスタートにあたり西村市長
からのご挨拶と、2期目の選挙公約を紹介していきます。

　

～
就
任
の
挨
拶
～

　

４
月
10
日
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
支
持
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

私
は
、
１
期
目
の
市
長
就
任
時
か
ら
、
一
貫

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
欲

や
力
が
行
政
推
進
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
市
政
を
進
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
の

考
え
を
根
底
に
据
え
、
ま
ち
を
発
展
さ
せ
る
た

め
の
５
つ
の
政
策
を
基
本
方
針
と
し
市
政
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、「
南
丹
市
を
も

っ
と
元
気
に
！
地
域
の
個
性（
特
徴
）を
生
か
し

希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、
人
口

減
少
を
抑
え
、
地
域
の
将
来
に
希
望
が
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
市
内
で
は
、
自
分
た
ち
の
む
ら
づ
く
り
の

方
向
を
自
分
た
ち
で
考
え
る
組
織
や
活
動
が
少

し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
市
民
と
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
連
携

し
市
民
協
働
の
力
で
よ
り
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

進
め
る「
５
つ
の
柱（
プ
ラ
ス
１
）」
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１）子育て環境の充実、若者定住のまちづくり
保育所・保育人材確保、学童保育施設整備、雇用と住宅整備などを積極的に進めます。
・周辺地域の人口減少に対応し、U ターンやI ターンを進めるため、定住促進事業を行います。
・ 子育て支援や子育て環境の充実を継続して推進するとともに、保育士不足から生じている待

機児童解消のため、人材確保を進めます。

２）農林業振興・企業誘致による地域や産業の活性化
ブランド農産物や特産品・企業の誘致や立地基盤づくりなどを積極的に進めます。
・ 市街化区域やその周辺の住宅開発を誘導し、人口の集積を目指すとともに、京都縦貫道イン

ター周辺などをはじめ、日吉・美山にも新たに企業が立地できる基盤を整備します。
・ 新規就農者や担い手育成を進めるとともに、南丹市農産物ブランド化の一層の推進や特産品

づくり、流通販売の支援を進めます。

３）安心な暮らしを守る福祉や防災まちづくり
介護人材確保やフレイル予防サロンづくり、児童等虐待への対応などを積極的に進めます。
・福祉施設等における介護人材の確保のための支援を行います。
・障がい者など生活弱者の支援を行うとともに、女性が活躍できる南丹市づくりを進めます。

４）地域の個性（特徴）を生かしたまちづくり
市民主体のまちづくり活動支援、個性を生かした産業振興や定住推進などを積極的に進めます。
・ まちづくりに市民が主体的に関わる「まちづくりミーティング」や「まちづくりチーム」（仮称）

の活動を進めます。
・歴史や自然環境を生かした文化や観光振興を一層進めます。

５）教育・文化と人権尊重のまちづくり
コミュニティスクール、人権推進、歴史活用、文教施設大規模改修などを積極的に進めます。
・学校施設・文化施設の大規模改修を計画的に進めます。

プラス1）行財政改革に基づくまちづくり
公共施設の再編整理、民間ノウハウや民間活力の導入、制度改革などを積極的に進めます。
・南丹市の非常に厳しい財政を踏まえ、民間の活力も生かし、行財政改革を強く進めます。

進める「５つの柱（プラス1）」
～西村市長　２期目の公約～

５つ

プラス
の柱



公営企業会計

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

８９万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１４万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

１９１万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

３０万円

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和4年３月３１日現在の
　人口　３０,597人　世帯数　１４,224世帯

地方交付税

国庫支出金

市税

市債

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

44億2,293万円
38億8,064万円（87.7%）

42億2,895万円
41億1,348万円（97.3%）

8億2,480万円（36.3%） 
22億7,120万円

17億7,904万円
7億1,370万円（40.1%） 

5億9,930万円 
0円（0.0%） 

2億8,313万円
2億8,313万円（100.0%） 

35億7,981万円
34億8,324万円（97.3%） 

予算額　  ２７２億２,５６２万円
収入済額　233億6,025万円
収入率　　　　　　　85.8％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

総務費

土木費

公債費

衛生費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

予算額　　２７２億２,５６２万円
支出済額　213億8,223万円
支出率　　　　　　　78.5％

支出済額
予 算 額

（支出率）

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知って
いただくために年２回財政状況を公表しています。
　今回は、令和３年度予算の下半期の執行状況（令和４年３月 31日現在）をお知らせいたし
ます。

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

61億1,960万円（77.3%） 

100億6,126万円（100.0%）

35億6,220万円
25億6,809万円（72.1%） 

32億5,429万円
32億5,392万円（100.0%） 

23億2,881万円
18億1,101万円（77.8%） 

18億4,641万円
15億3,012万円（82.9%） 

12億8,218万円
9億2,151万円（71.9%） 

11億6,121万円 
10億4,902万円（90.3%）

10億1,431万円
9億4,956万円（93.6%） 

3億5,539万円
2億4,407万円（68.7%） 

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

100億6,126万円

79億1,309万円

29億3,533万円（65.1%） 
45億773万円

令和３年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入
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公営企業会計

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

８９万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１４万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

１９１万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

３０万円

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和4年３月３１日現在の
　人口　３０,597人　世帯数　１４,224世帯

地方交付税

国庫支出金

市税

市債

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

44億2,293万円
38億8,064万円（87.7%）

42億2,895万円
41億1,348万円（97.3%）

8億2,480万円（36.3%） 
22億7,120万円

17億7,904万円
7億1,370万円（40.1%） 

5億9,930万円 
0円（0.0%） 

2億8,313万円
2億8,313万円（100.0%） 

35億7,981万円
34億8,324万円（97.3%） 

予算額　  ２７２億２,５６２万円
収入済額　233億6,025万円
収入率　　　　　　　85.8％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

総務費

土木費

公債費

衛生費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

予算額　　２７２億２,５６２万円
支出済額　213億8,223万円
支出率　　　　　　　78.5％

支出済額
予 算 額

（支出率）

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知って
いただくために年２回財政状況を公表しています。
　今回は、令和３年度予算の下半期の執行状況（令和４年３月 31日現在）をお知らせいたし
ます。

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

61億1,960万円（77.3%） 

100億6,126万円（100.0%）

35億6,220万円
25億6,809万円（72.1%） 

32億5,429万円
32億5,392万円（100.0%） 

23億2,881万円
18億1,101万円（77.8%） 

18億4,641万円
15億3,012万円（82.9%） 

12億8,218万円
9億2,151万円（71.9%） 

11億6,121万円 
10億4,902万円（90.3%）

10億1,431万円
9億4,956万円（93.6%） 

3億5,539万円
2億4,407万円（68.7%） 

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

100億6,126万円

79億1,309万円

29億3,533万円（65.1%） 
45億773万円

令和３年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入
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名称 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険事業 38億553万円 32億2,709万円 84.8% 34億7,519万円 91.3%
介 護 保 険 事 業 42億8,644万円 35億8,256万円 83.6% 38億3,285万円 89.4%
市営バス運行事業 8,634万円 1,700万円 19.7% 5,525万円 64.0%
土 地 取 得 事 業 20万円 7万円 35.0% 7万円 35.0%
後期高齢者医療事業 5億4,807万円 5億1,104万円 93.2% 4億2,726万円 78.0%

名称 区分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 支出率

水道事業
収益的 10億165万円 10億3,543万円 103.4% 10億3,174万円 9億7,670万円 94.7%
資本的 3億9,876万円 3億6,845万円 92.4% 8億9,688万円 8億6,452万円 96.4%

下水道事業
収益的 27億6,309万円 27億9,071万円 101.0% 25億4,895万円 25億2,273万円 99.0%
資本的 9億1,463万円 9億1,828万円 100.4% 17億8,041万円 17億7,027万円 99.4%



まちの話題を紹介します
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　5月29日に京都美山サイクル
ロードレースが開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の拡
大により3年ぶりの開催となり、今
回で35回目となります。
　当日はコースの沿道にたくさん
の観客が並び、「頑張れ」と選手ら
に声援をかけていました。全国各
地から集まった選手らは声援を受
けながら、必死にペダルを漕ぎ、
コースを疾走していきました。

　5月26日、アスエルそのべで南
丹市民生児童委員協議会総会・全
員研修会が開催されました。
　研修会では、「みんなで助かるた
めの避難訓練」という演題で京都大
学防災研究所教授　矢守　克也　
氏が講演を行い、事例をもとにし
た避難訓練の方法などについてお
話されました。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
と
き
ど
き
出
社
で
地
方
移
住
」

（
4
／
14　
「
お
た
め
し
暮
ら
し
」
共
同
記
者
会
見
）

▲会見を行う西村市長ら３市長とＪＲ西日本関係者

「
晴
れ
空
の
下
、
自
転
車
で
疾
走
」「
防
災
知
識
の
向
上
を
目
指
す
」

（
5
／
29　

京
都
美
山
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）

（
5
／
26　

南
丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
・
全
員
研
修
会
）

　４月14日、JR西日本×沿線自治体「おた
めし暮らし」の共同記者会見を、オンライン
中継で開催しました。
　都市通勤者がテレワークと出社を組み合
わせ、地方で居住する新しいライフスタイ
ルを提唱するため、JRと南丹市・丹波篠山
市・高島市が連携して開始した取組で、お
ためし住宅を貸し出すとともに、ＪＲが通
勤費などを支援します。
　この会見を通じて、南丹市へのおためし
暮らしをＰＲするとともに、4者で始めたこ
の取組が、都市から地方への流れを加速さ
せる大きな動きに成長するよう展開してい
きたいと考えています。

▲スタート地点様子

▲講演を行う矢守教授
　5月26日、京都中部総合医療センター
看護専門学校で地域住民との交流会が行
われ、看護専門学校の2年生が地域住民
に血圧、血管年齢測定や足湯・手浴マッ
サージなどを行いました。
　交流会の取り組みは、地域の活性化グ
ループ「南地区大堰塾」が参加を呼びか
け、看護学生が参加者の生活習慣を聞き
ながら健康指導も行なわれました。 測定
後、元民生委員などで構成される「紙芝居
一座」の紙芝居が上演され皆で鑑賞されま
した。 交流会は、今後も引き続き行われ
ます。

「
看
護
学
校
生
と
地
域
住
民
が
交
流
」

（
5
／
26　

看
護
専
門
学
校
で
地
域
交
流
会
）

◀
血
圧
測
定
す
る
看
護
学
校
生
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　5月23日に木村教育長から聖家族
幼稚園の5歳児へお絵かき帳がプレゼ
ントされました。
　これは5月25日にリモートで開催
される口丹地区私立幼稚園園児大会
に先立って、大会のおみやげとして
プレゼントされたものです。
　園児らはお絵かき帳のプレゼント
のお礼として歌とダンスを披露しま
した。

　４月14日、園部小学校の敷地内に
新たに建築された園部たんぽぽ放課
後児童クラブの竣工式がありました。
　これまで、小学校内に空き教室が
ないことから、旧摩気小学校で開設
していました。
　完成した建物は鉄骨造２階建てで、
４月１日に開所し、平日は約90人が
利用しています。
　式典に出席した児童は「きれいで広
いので、ここでみんなと過ごすのが
楽しみです」と話しました。

　６月４日、日吉生涯学習センターで「身近
な自然を見つめる」と題した写真家の今森
光彦さんの講演会がありました。
　今森さんは、自然をテーマにした本を多
数出版されています。3,000㎡ほどあるア
トリエの庭に多様な蝶が生息できるように、
敷地内の林をクヌギとコナラに植え替えた
り、元々の生態系を大切にしながら様々な
植物を植栽するなどして、里山再生に取り
組んでおられます。豊かな自然と人の営み
をつなぐ里山を後世に残していくことが大
切と話されました。

「
笑
顔
で
お
絵
か
き
帳
を
受
け
取
る
」

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
新
た
な
施
設
へ
移
転
」

「
写
真
家
今
森
光
彦
さ
ん
講
演
会
」

「
出
店
や
花
火
で
会
場
が
大
盛
り
上
が
り
」

（
4
／
14　

園
部
た
ん
ぽ
ぽ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式
）

（
6
／
4　

令
和
４
年
度
図
書
館
講
座
開
設
事
業
）

（
5
／
3　

園
部
城
ま
つ
り
）

▲お絵かき帳を受け取る園児

（
5
／
23　

私
立
幼
稚
園
園
児
大
会
に
お
け
る
お
み
や
げ
贈
呈
）

　５月３日に園部公園で園部城まつりが
開催されました。
　ゴールデンウィーク中ということもあ
り、会場はたくさんの来場客でにぎわい、
たこ焼きや焼きそばなどの出店は行列が
できていました。また、リユース食器に
よる「ごみ削減」の取り組みも行われてお
り、環境への配慮もされたイベントとな
りました。
　まつりのフィナーレとして花火が打ち
あがり、花火の音とともに大きな拍手が
会場に響きました。

▲出店の前でにぎわう来場者ら

▲講演会の様子

▲施設を利用する児童ら
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に写真を載せませんか？
イ　ン　ス　タ　グ　ラ　ム

「＃なんたんぐらむ」とタグ付けして投稿してください

登録はコチラ

※ タグ付けされた写真を広報
誌などで紹介させていただ
く場合があります。

あなたのイチオシを教えてください。
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南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
七
期
生

の
谷
川
英
愛
で
す
。

私
は
現
在
の
居
住
地
で
あ
る
日
吉
町

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
何
度
か
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
っ
た
け
ど
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
付
け
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
相
談
を
受
け
、
ス
マ
ホ
講
習
会
の
講

師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
講
習
会
を
き
っ
か
け
に
現

在
月
に
１
、
２
回
開
か
れ
る
地
域
の
交

流
会
で
ス
マ
ホ
相
談
会
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
先
日
は
交
流
会
経
由
で

お
誘
い
い
た
だ
い
た
カ
ゴ
作
り
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

初
め
て
の
土
地
で
地
域
の
方
と
う
ま

く
交
流
で
き
る
の
か
最
初
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
が
あ
た
た

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
出
会
い
た

い
で
す
。

今
後
は
日
吉
町
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ

ホ
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な

く
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
先
　
谷
川
隊
員

tanigaw
a87a@

gm
ail.com

−22−

　

現
在
、
世
界
中
で
感
染
が
拡

大
し
て
し
や
す
い
環
境
を
極
力
避

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

南
丹
市
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

インフォメーション

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
、
市
の
取
り
組
み

や
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
情
報
、
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
な
ど
を

市
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
た

め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
「
南
丹

市
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
者
も
少
な
く
再
生

回
数
も
あ
ま
り
伸
び
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
「
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た

い
」
「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た

ら
ど
う
」
な
ど
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
コ
メ
ン
ト
欄
に
書
き
込

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
参
考
に
制

作
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
学
校
に
在
学
中

の
大
学
生
や
専
門
学
生
、
高
校
生

８
名
が
参
加
し
た
「
市
長
と
語
ろ

う
南
丹
市
未
来
予
想
図
」
の
様
子

も
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

おすすめ動画

▲地域での交流会の様子

公式チャンネル　トップページ
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なんたんの景観ちょっと情報 景観の小窓

第 45 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

南
丹
市
で
は
「
景
観
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建

築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋

根
や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質

変
更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例
（
計
画
）
の
詳
細
は
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

（園部町地域：若森） （八木町地域：神吉）

（日吉町地域：田原） （美山町地域：大野）

【新緑と景観】
　毎年6月1日は景観の日とされており、景観法の
全面施行日である平成17年6月1日に開催された
「日本の景観を良くする国民大会」の大会決議を
受け、景観法の基本理念の普及や、美しく風格の
ある景観づくりの意識啓発を目的として定められ
たそうです。
　新緑の頃の南丹市は、春に新しい芽を吹かせた
木々が、初夏にはつややかな緑色の葉をつけ、青
空に映える美しい風景が広がっています。今回は
鮮やかな新緑が彩る市内の里山風景を紹介しま
す。
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木
住
区
で
は
令
和
3
年
度
か
ら
集
落
支

援
事
業
を
活
用
し
、
郷
土
の
志
士
で
あ
り

幕
末
を
駆
け
抜
け
た
湯ゆ

浅あ
さ

五ご

郎ろ
う

兵べ

衛え

の
顕

彰
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
屋
敷
跡
の
草
刈
り
と
清
掃
を

区
民
総
出
で
行
い
、
周
囲
か
ら
よ
く
見
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
外
か
ら
訪
れ
る
歴
史
愛
好

家
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
案
内
看
板
を

設
置
す
る
と
と
も
に
次
世
代
へ
歴
史
を
つ

な
い
で
い
く
た
め
の
勉
強
会
も
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
屋
敷
跡
の
庭
園
を
復
元
し
、
区

民
が
集
え
る
居
場
所
を
つ
く
り
、
地
域
外

か
ら
来
ら
れ
る
方
々
と
の
交
流
の
場
に
し

て
い
き
ま
す
。

▲ 地域の入口にある笛吹神社

▲ 区民で建てた案内看板

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
64
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
日
吉
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

日
吉
町
の
玄
関
口
に
あ
る
道
の
駅「
ス

プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
」か
ら
北
へ
8
0
0

ｍ
ほ
ど
進
む
と
、
緑
深
き
樹
木
が
一
面
に

広
が
り「
木
住（
こ
ず
み
）」の
名
に
ふ
さ
わ

し
く
、
ま
る
で
木
々
が
そ
の
地
に
住
ん
で

い
る
か
の
よ
う
な
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
で
は

材
木
や
薪
な
ど
を
製
造
す
る「
木
挽（
き
び

き
）」で
生
計
を
立
て
て
い
た
方
が
多
か
っ

た
こ
と
、
地
域
の
入
口
に
あ
る
笛
吹
神
社

に
山
の
神
で
あ
り
木
に
囲
ま
れ
て
住
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
る「
大
山
住
の
尊（
お
お
や

ま
つ
み
の
み
こ
と
）」が
祀
ら
れ
て
い
る
こ

と
が「
木
住
」

と
い
う
名
前

に
な
っ
た
と

言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま

す
。

　

胡
麻
駅
か
ら
車
で
5
分
程
度
西
へ
向

か
う
と
新
町
に
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
以
前
の
歴
史
を
ひ
も
解
く

と
鋳
物
師
が
集
団
で
暮
ら
し
、
梵
鐘
な

ど
を
つ
く
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

幕
末
に
は
大
砲
な
ど
を
鋳
造
し
て
お

り
、
今
も
鋳
物
師
が
住
ん
で
い
た
家
の

周
り
に
は
防
火
用
の
池
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

鋳
物
産
業
が
盛
ん
で
こ
の
地
に
暮
ら

す
人
も
多
く
、
胡
麻
駅
が
建
設
さ
れ
る

ま
で
は
、
胡
麻
の
中
心
地
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
が
移
り
変
わ
り
、
鋳

物
師
を
廃
業
す
る
者
や
地
域
を
離
れ
る

者
が
増
え
、
結
果
と
し
て
鋳
物
産
業
は

衰
退
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
新
町
は
水
は
け
が

良
く
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
育
て
る
土
壌

に
適
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
で
は
、
新
町
農
家
組
合
が
中
心
と

な
り
、「
こ
ん
に
ゃ
く
で
仲
間
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
外
か
ら
指
導

者
を
招
き
、
植
え
付
け
か
ら
芋
ほ
り
、

加
工
ま
で
の
工
程
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
交
流
の
場
は
地
域

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
外
か
ら
も
人

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
、
毎
年
11
月

の
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
に
は
、
地
元
を

含
め
総
勢
約
30
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
こ
の
取
組
を
継
続
し
、
地
域

内
外
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

湯
浅
五
郎
兵
衛
で                           

む
ら
お
こ
し
　
木
住
区

「
こ
ん
に
ゃ
く
」で
仲
間
づ
く
り

新
町
農
家
組
合

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８

▼ みんなで
　 「こんにゃく」
　 づくり
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紙
芝
居
で
地
域
の
魅
力
発
信

　

園
部
文
化
観
光
協
会
が
、
多
く
の
人

に
園
部
町
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、「
最
後
の
城
」で
あ
る
園
部
城
の

紙
芝
居「
園
部
城
も
の
が
た
り
」を
作
り

ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
園
部
文
化
観
光
協
会

の
小
林
会
長
が
、
絵
は
園
部
町
に
移
住

し
て
こ
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

鈴
木
裕
希
さ
ん
が
担
当
。
大
阪
の
陣
で

の
園
部
藩
初
代
藩
主
小
出
吉
親
の
戦
功

か
ら
、
１
８
６
９
年
に
城
が
完
成
す
る

ま
で
の
経
過
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た「
南
丹
お
城

サ
ミ
ッ
ト
」で
も
紙
芝
居
が
披
露
さ
れ
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
足
を

止
め
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
部
文
化
観
光
協
会
で
は
、
紙
芝
居

を
利
用
し
て
園
部
城
を
巡
る
ツ
ア
ー
や
、

地
域
学
習
を
計
画
し
て
お
り
、
他
の
ス

ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
紙
芝
居
の
作
成
も

計
画
中
で
す
。

温
泉
総
選
挙
３
年
連
続
１
位
獲
得

　

５
省
庁（
環
境
省
、
内
閣
府
、
総
務

省
、
経
済
産
業
省
、
観
光
庁
）が
後
援

し
、
投
票
で
温
泉
地
を
応
援
す
る
参
加

型
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
温
泉

総
選
挙
２
０
２
１
」の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
部
門
で「
ひ
よ
し
温
泉
」が
一
位

を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

２
０
１
９
年

か
ら
３
年
連
続

の
一
位
獲
得
に

な
り
ま
し
た
。

ぶ
ら
り
八
木
で
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

５
月
８
日
に
八
木
町
観
光
協
会
主
催

で「
鎌
倉
期
散
策
・
文
覚
上
人
、
巴
御
前

の
伝
承
の
地
を
歩
く
」が
25
人
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
八
木
駅

前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
大
堰
橋
・
巴
塚
・

如
城
寺
・
文
覚
堂
・
西
光
寺
を
巡
り
Ｊ

Ｒ
吉
富
駅
に
ゴ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
八

木
町
に
縁
の
深
い
文
覚
上
人
と
、
大
河

ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」で
、
武
勇
に

優
れ
、
戦
場
を
駆
け
抜
け
る
強
く
気
高

き
女
武
者
と
し
て
描
か
れ
る
巴
御
前
の

伝
承
の
地
を
巡
り
ま
し
た
。

　

終
日
晴
天
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
、

参
加
者
は
真
剣
に
説
明
に
耳
を
傾
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

▲ツアー参加者へ園部城をアピール

▲西光寺にて住職の話を聞く参加者

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

南
丹
市

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
１
年
１
月
・
２
月
・
３
月
優
秀
賞

 

テ
ー
マ
は「
こ
れ
秘
密
で
す
！
」

作　品　名：まるで異世界
撮影場所：（園部町）シナスタジ

アヒルズるり渓温泉
撮　影　者：@tekitouni_ins

作　品　名：大野ダム上流で観れ
る水中木

撮影場所：（美山町）大野ダム上流
撮　影　者：@m.takayama4287

作　品　名：雪夜
撮影場所：（美山町）かやぶきの里
撮　影　者：@mi27272727

今
年
度
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
こ
ち
ら
→
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お
い
し
い
薄
味
で
健
幸
生
活

　
　
　
　
～
食
事
を
通
じ
た
健
幸
づ
く
り
の
す
す
め
～

　

南
丹
市
は
、
高
血
圧
の
方
が
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
予
防
・
改
善
の

た
め
に
、
妊
婦
の
方
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
家
庭

で
取
り
組
め
る
食
事
の
工
夫
を
紹
介
し

ま
す
。

お
い
し
い
薄
味
っ
て
？

　

高
血
圧
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に
は
、

塩
分
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す

が
、
栄
養
士
が
薄
味
を
す
す
め
る
と「
食

が
す
す
ま
な
い
」「
水
っ
ぽ
く
て
お
い
し

く
な
い
」と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

無
理
な
く
薄
味
の
食
習
慣
を
続
け
る
た

め
に
は
、
た
だ
調
味
料
を
減
ら
す
の
で

は
な
く
、「
お
い
し
い
薄
味
」に
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

□
酸
味
や
香
り
を
き
か
せ
る

　

柑
橘
類
の
果
汁
や
皮
、
ご
ま
や
ご
ま

油
、
し
ょ
う
が
を
加
え
る
こ
と
で
味
に

メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
、
満
足
で
き
る
味
付

け
に
な
り
ま
す
。

□
だ
し
や
素
材
の
味
を
活
か
す

　

調
味
料
で
足
り
な
い
味
を
補
う
の
で

は
な
く
、
好
み
の
だ
し
や
旬
の
野
菜
を

取
り
入
れ
、
う
ま
味
を
活
用
す
る
こ
と

で
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
旬
の
野
菜
は
栄
養
価
が
高
く
、

と
り
過
ぎ
た
塩
分
を
体
の
外
に
排
出
す

る
働
き
も
あ
る
た
め
、
食
事
に
積
極
的

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

□
栄
養
成
分
表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
「
こ
れ
は
何
㎉
か
な
」と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
認
さ
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
一
緒
に「
食
塩
相
当
量
」も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
工
食

品
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
は
、
種
類
に

よ
っ
て
食
塩
相
当
量
に
差
が
あ
り
ま
す
。

少
な
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
で
、
自
然
と

薄
味
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

好
評
だ
っ
た「
お
い
し
い
薄
味
」レ
シ

ピ
は
、
写
真
を
撮
る
な
ど
記
録
し
、
友

人
、
近
所
の
方
に
シ
ェ
ア
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
自
身
の
健
幸
づ
く
り
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
方
へ
も
健
幸
の
輪
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
日
か
ら
、
健
康

で
幸
せ
な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—54—

南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
年
度
も「
南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
ま
す
。
お
い

し
く
て
健
幸
に
繋
が
る
家
庭
の
レ
シ
ピ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

家族と一緒に考えたものでも応募できます。
皆さんのレシピで家族やまちを元気にしていきましょう！

ご応募お待ちしています。

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

①野菜や米を使ったレシピ
南丹市内で生産されている野菜
や米を積極的に使ったもの
・夏野菜に偏らず、四季を通し

て使用できる野菜も組み合わ
せること

・肉、卵、大豆・大豆製品等を
組み合わせてもよい

②和食健幸レシピ
「かつおだし」を活かした和食レ
シピ
・野菜、米、肉、卵、大豆・大

豆製品等の身近な食材を使用
し、「塩分控えめ」「脂肪分控
えめ」「カルシウムアップ」な
どを意識した健幸レシピ

□対象者
　南丹市内在住の小・中学生

□応募方法
応募用紙に必要事項を記入し、
南丹市　保健医療課へ提出

□募集内容（２つのテーマから選択）

□締切り
令和４年９月３０日（金）

めざせ！なんたん健幸シェフ！みんなのレシピで家族やまちを元気に

南丹市健幸・　　　　　　　
食育レシピコンテスト

作品
募集

応募された皆さんに、
参加賞があります！



14広報なんたん6・7月号

〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶110̶

お元気ですか？

保健師です。

タ
バ
コ
か
ら
自
分
と
大
切
な
人
を
守
ろ
う

～
タ
バ
コ
対
策
の
高
ま
り
～

　

日
本
で
は
、
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、

健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

た
め
の
喫
煙
マ
ナ
ー
が
喫
煙
ル
ー
ル
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

タ
バ
コ
に
は
70
種
類
以
上
の
発
が
ん

性
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
非
喫
煙
者

は
、
タ
バ
コ
に
関
す
る
感
受
性
が
高
く
、

少
し
の
タ
バ
コ
の
煙
で
も
健
康
被
害
を

受
け
る
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
後
の
服
や
髪
に
は
タ
バ

コ
の
煙
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
お
り
、
有

害
物
質
を
拡
散
し
て
い
る
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
タ
バ
コ
の
臭

い
が
す
る
」と
感
じ
る
時
に
は
受
動
喫
煙

が
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ
り
生

活
は
一
変
し
ま
し
た
。
流
行
か
ら
２
年

目
が
経
過
し
て
い
る
今
も
、
ウ
イ
ル
ス

は
変
異
を
繰
り
返
し
、
流
行
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
研
究
の
中
で
、
喫
煙
者
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

重
症
化
し
や
す
く
、
非
喫
煙
者
や
タ
バ

コ
と
縁
の
な
い
子
ど
も
達
は
重
症
化
し

に
く
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
気
道

な
ど
に
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
と
い
う

場
所
か
ら
体
内
へ

侵
入
す
る
こ
と
が

研
究
で
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
２

受
容
体
は
喫
煙
者

に
は
多
く
、
非
喫

煙
者
や
子
ど
も
で

は
少
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
喫

煙
者
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
体

内
へ
侵
入
し
や
す

い
状
態
で
あ
り
、

重
症
化
し
や
す
い

の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

　

タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
身
体

的
、
精
神
的
と
も
に
依
存
性
が
高
い
こ

と
が
原
因
で
す
。
そ
ん
な
依
存
性
の
高

い
タ
バ
コ
を
一
人
で
や
め
る
の
は
と
て

も
難
し
い
事
で
す
。

　

そ
こ
で
、
南
丹
市
で
は
タ
バ
コ
を
め

た
い
方
、
や
め
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
方

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て「
禁
煙
相
談

会
」を
実
施
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

喫
煙
マ
ナ
ー
か
ら
喫
煙
ル
ー
ル
へ

大
切
な
人
に
害
を
与
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
と
タ
バ
コ

あ
な
た
の
禁
煙
を
応
援
し
ま
す

●日時
　7月28日（木）①14：30～　②15：30～
　8月31日（水）①14：30～　②15：30～　

●場所
　いきいきオアシス　日吉コミュニティールーム
　（JR鍼灸大学前駅徒歩1分コンビニ等複合施設内）

●定員
　1日2名（予約制）※左記、問い合せ先で電話予約

●内容
　保健師、薬剤師による個別相談等

●他人のタバコの煙を吸
うだけで、喫煙者と同
じ病気のリスクがある。
●70種類以上の発がん性
物質を含む。
●タバコの臭いを嗅いだ
だけでも健康被害を受
けている。

ポイント！



15 広報なんたん6・7月号

自
分
ら
し
く
生
き
る
権

利
で
あ
る「
人
権
」は
、

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
こ
そ
、

実
感
で
き
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

校
生
活
を
送
る
上
で
、

人
と
の
関
わ
り
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
毎
日
子
ど
も
た
ち
は
、

友
達
や
地
域
の
方
、
先
生
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

い
、
様
々
な
関
わ
り
を
持
ち
ま
す
。

校
で
は
、
人
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
特
に
こ
の
一
学
期
は
、
三
つ

の「
あ
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
明
る

い
あ
い
さ
つ
」「
あ
た
た
か
い
言
葉
」「
相
手

の
話
を
よ
く
聞
く
」で
す
。

と
の
関
わ
り
の
第
一
歩
で
あ
る
あ

い
さ
つ
。
視
線
を
合
わ
せ
て
、
明

る
い
声
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
気
持
ち

よ
く
一
日
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
特

に
朝
の
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」と
い
う

明
る
い
あ
い
さ
つ
で
、
気
持
ち
も
明
る
く

な
り
ま
す
。
意
識
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
あ
い
さ
つ
が

持
つ
不
思
議
な
力
を
、
実
感
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

た
、
学
習
で
は
、
互
い
の
考
え
を

交
流
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

合
っ
た
り
す
る
中
で
、
友
達
の
良
さ
や
頑

張
り
に
目
を
向
け
、「
そ
れ
い
い
や
ん
！
」

「
頑
張
っ
て
る
な
あ
！
」な
ど
、
あ
た
た
か

い
言
葉
を
送
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
友
達
の

意
見
や
頑
張
り
に
対
し
て
、
共
感
や
称

賛
の
気
持
ち
を
伝
え
る
あ
た
た
か
い
心
が

育
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
相
手
の
話
を
よ

く
聴
き
」、
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
か

ら
こ
そ
、「
あ
た
た
か
い
言
葉
」が
か
け
ら

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
て
、
毎
月
十
日
は「
人
権
デ
ー
」

と
し
て
、
自
分
や
友
達
の
頑
張
り

や
良
さ
に
目
を
向
け
、
認
め
合
う
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
友
達
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
の
良
さ
に
も
気
付
き
、
友
達
と
同
じ
よ

う
に
自
分
の
こ
と
も
大
切
に
で
き
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、
人

権
教
育
を
」を
合
い
言
葉
に
、
人

と
の
あ
た
た
か
い
関
わ
り
に
あ
ふ
れ
る
園

部
第
二
小
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

園
部
第
二
小
学
校　

人
権
教
育
主
任　

塩し
お

見み　

朋と
も

子こ

92

「あたたかい関わりを大切に」

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
が
家
事
や
家
族
の
世
話

を
す
る
こ
と
は
、
ご
く
普
通
の
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
家
族
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い
、

勉
強
す
る
時
間
や
部
活
に
打
ち
込

む
時
間
が
充
分
に
取
れ
な
い
、
ケ

ア
に
つ
い
て
話
せ
る
人
が
い
な
く

て
孤
独
を
感
じ
る
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
、
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
、
睡
眠
が
充
分
に
取
れ
な

い
、
と
い
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
、
子
ど
も
が
担
う
ケ
ア
の
負
担

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　

　
「
子
ど
も
と
し
て
の
時
間
」と
引

き
換
え
に
、
家
事
や
家
族
の
世
話

を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
ま
わ
り
の
大
人
が

気
付
き
、
声
を
か
け
手
を
差
し
の

べ
る
こ
と
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
、「
自
分
は
一
人
じ
ゃ
な
い
、
誰

か
に
頼
っ
て
も
い
い
ん
だ
。」と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
大

人
の
手
で
、
子
ど
も
が
子
ど
も
で

い
ら
れ
る
ま
ち
を
、
そ
し
て
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。 

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第55回―

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本
来

大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る

家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、『
障
が
い
や
病

気
の
あ
る
家
族
に
代
わ
り
、
買
い

物
・
料
理
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
の

家
事
を
し
て
い
る
』『
家
族
に
代
わ

り
、
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を

し
て
い
る
』『
障
が
い
や
病
気
の
あ

る
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
見
守
り

を
し
て
い
る
』『
目
を
離
せ
な
い
家

族
の
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
の
気

づ
か
い
を
し
て
い
る
』な
ど
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
厚
生
労
働
省
の

調
査
で
は
、
回
答
し
た
中
学
生
の

17
人
に
１
人
、
全
日
制
高
校
生
の

24
人
に
１
人
が「
世
話
を
し
て
い
る

家
族
が
い
る
」と
回
答
。
う
ち
６
割

超
が
誰
に
も
相
談
し
た
こ
と
が
あ

「
子
ど
も
が

子
ど
も
で
い
ら
れ
る
ま
ち
に
」

学

本人

そ

ま

全
「

▲にこ二っこ遠足



No.95　

イメージキャラクター“なびっと”

南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

新
刊
紹
介

16広報なんたん6・7月号

　

調
べ
も
の
を
さ
れ
る
時
や
、
し

お
り
代
わ
り
に
付
箋
を
使
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
貼
っ

た
り
は
が
し
た
り
で
き
て
便
利
な

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
が
、

付
箋
を
は
が
す
と
き
に
残
っ
た
糊

の
成
分
で
紙
が
変
色
し
て
し
ま
っ

た
り
、
貼
っ
た
場
所
に
よ
っ
て
は
、

本
の
文
字
が
付
箋
に
つ
い
て
取
れ

た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。

本
が
傷
む
の
を
防
ぐ
た
め
、
借
り
た

本
に
は
付
箋
を
貼
ら
ず
に
、
し
お
り

や
細
く
切
っ
た
紙
な
ど
を
は
さ
む
よ

う
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

図
書
館
の
本
は
市
民
の
み
な
さ
ん

の
財
産
で
す
。
大
切
に
し
て
、
多
く

の
方
に
気
持
ち
よ
く
、
楽
し
ん
で
読

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

—第80回—
消費生活情報

●「
大
手
電
力
会
社
の
委
託
を
受
け
て

い
る
」と
言
わ
れ
た
ら
、
会
社
の
情

報
や
訪
問
の
目
的
を
確
認
す
る
。

●「
電
気
代
が
安
く
な
る
」と
言
わ
れ

た
ら
、
契
約
プ
ラ
ン
の
内
容
を
確

認
し
、
必
ず
比
較
検
討
す
る
。

●「
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
契
約
が

切
り
替
わ
る
」と
言
わ
れ
た
ら
、
管

理
会
社
等
に
必
ず
確
認
す
る
。

●「
検
針
票
を
見
せ
て
」と
言
わ
れ
た

ら
、
す
ぐ
に
見
せ
な
い
。

●
電
話
や
訪
問
販
売
の
契
約
は
、
契
約

書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
な

ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

●
不
安
な
こ
と
や
被
害
に
あ
っ
た
か
も

と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
左
記
窓
口

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
力
の
小
売
り
が
全
面
自
由
化
さ

れ
、「
電
気
代
が
安
く
な
る
」、「
マ
ン

シ
ョ
ン
全
体
で
電
力
会
社
が
当
社
に

変
わ
る
」な
ど
と
、
電
力
の
勧
誘
を
受

け
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
に
は
検
針
票
を
見
せ
た
だ

け
で
、
契
約
先
の
電
力
会
社
が
変
更

さ
れ
て
い
た
と
い
う
相
談
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
こ
と
助
言

こ
ん
な
言
葉
の
勧
誘
が
あ
れ
ば

要
注
意
、
し
っ
か
り
確
認
を
！

　大
切
な
本
を
守
る
た
め
の
お
願
い
で
す
。

図
書
館
の
本
に
は
、
付
箋
を
貼
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事例  賃貸マンションに
入居して間もなく、訪
問してきた男性に「マン
ション全体で契約する電気会社が当
社に変わる」と言われ、氏名、電話番
号、生年月日を知らせ電気検針票を
見せてしまった。業者の名前は聞い
たが名刺も書面もも
らっていない。勝手に
契約先を変えられない
か心配だ。

（10代　女性）

(独)国民生活
センター発表
資料から

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

お気軽にご相談ください

「
電
気
代
が
安
く
な
る
」？

電
力
契
約
の
訪
問
販
売
に
注
意
！

No.95

　

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
や
ス
ミ
レ
な
ど
、

野
の
花
を
紙
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
作
っ
て
楽
し
く
飾
っ
て
嬉
し

い
、
紙
花
作
り
の
本
で
す
。

『
紙
花
』

著
者
：
藤
枝
　
ま
つ
え

発
行
：
河
出
書
房
新
社

　

病
気
を
し
て
か
ら
、
子
ど
も
に

戻
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
、
そ
の
変
化
を
受
け
入

れ
よ
う
と
す
る
孫
と
の
、
心
温
ま

る
交
流
を
描
い
て
い
ま
す
。

『
ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、

ぼ
く
の
と
も
だ
ち
！
』

作
　
：
武
田
　
美
穂

発
行
：
童
心
社
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「
西
本
梅
ば
ん
ど
」は
、
あ
か
ま

つ
の
丘
西
本
梅（
旧
西
本
梅
小
学

校
）を
拠
点
と
し
て
、
平
成
27
年

度
に
結
成
さ
れ
た
音
楽
グ
ル
ー
プ

で
す
。
現
在
は
10
名
が
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ギ
タ
ー
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ

ム
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ボ
ー
カ
ル
な

ど
を
担
当
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
訪
問
の
場
な
ど

で
昭
和
歌
謡
や
童
謡
な
ど
を
演
奏

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
て
の
練
習

は
月
１
回
ほ
ど
で
、
個
人
練
習
が

基
本
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
専
用

ス
タ
ジ
オ
も
あ
り
、
本
格
的
な
音

楽
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

５
月
21
日
に
は
ア
ス
エ
ル
そ
の

べ
で
、
園
部
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
さ

れ「
遠
い
世
界
に
」「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
」

「
高
原
列
車
は
行
く
よ
」の
３
曲
を
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
来
場
者
と

一
緒
に
歌
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
演
奏
終
了
後
に
は
来
場
者
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
本
梅
ば
ん
ど
の
下
間
さ
ん
は「
皆
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
何
よ
り
の

喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
で
き
る
か

ぎ
り
長
く
音
楽
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
好
き
が
集
ま
る「
西
本
梅
ば
ん

ど
」の
皆
さ
ん
。
そ
の
西
本
梅
ば
ん
ど
が

奏
で
る
音
楽
は
聴
く
人
を
笑
顔
に
す
る

力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
そ

の
音
楽
で
多
く
の
人
び
と
に
楽
し
さ
と

感
動
を
届
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

素敵な音を届ける

〜西本梅ばんど〜

▲練習などで使用する専用スタジオもあります

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会園部事務所
TEL：（0771）６２-４１２５

活動風景

西本梅地域振興会　秋祭り

旧西本梅小学校　閉校記念式典

あけぼの学園での演奏
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,745人（＋1)
　（男：14,982人

（−1）
・女：15,763人

（＋2）
）

●世帯数：14,424世帯（+18)
（令和4年6月1日現在）

（　）内は前月比

　

今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
く

の
で
し
ょ
う
か
？

　

個
人
的
に
暑
い
の
は
苦
手

で
、
な
る
べ
く
冷
房
の
効
い
た

部
屋
に
居
た
く
な
り
ま
す
が
、

夏
は
海
や
花
火
、
夏
祭
り
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
何
か
と
出
か
け
て
い

る
事
も
多
い
気
が
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
今
年
の
夏
の
予
定

は
も
う
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て
い

た
だ
き
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

な
暴
力
や
虐
殺
報
道
は
見
聞
き
す
る
の
が
つ
ら
い
。

　

市
議
会
及
び
市
で
は
３
月
14
日
、
議
長
と
市
長
連
名
で

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
抗
議
、
ロ
シ
ア
軍
即
時

撤
収
と
国
際
法
の
遵
守
を
求
め
声
明
を
発
表
。
市
で
は
募

金
箱
設
置
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
き
た
。
だ
が
、
あ
ふ
れ
る
映
像
な
ど
の
情
報
に
接
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
現
実
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
気
に
か
か
る
。

　

市
内
の
あ
る
中
学
校
で
は
生
徒
会
で
の
話
し
合
い
を
重

ね
、
ユ
ニ
セ
フ（
国
連
児
童
基
金
）ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
募
金

を
始
め
た
。
ユ
ニ
セ
フ
活
動
に
賛
同
し
、
考
え
方
の
違
い

を
超
え
て
、「
自
分
た
ち
と
同
じ
世
代
の
人
達
が
当
た
り

前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
」

と
訴
え
て
い
る
。
活
動
は「
平
和
を
願
い
自
ら
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
生
徒
」を
目
標
と
し
て
い
る
。
拍
手

を
贈
り
た
い
。

　

民
話
は
庶
民
の
創
造
で
あ
る
。
戦
争
は
国
家
と
い
う
権

力
の
破
壊
で
あ
り
、
犠
牲
は
必
ず
庶
民
に
降
り
か
か
っ
て

く
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
今
対
立
し
て
い
る
が
、

民
話
か
ら
生
ま
れ
た「
て
ぶ
く
ろ
」や「
お
お
き
な
か
ぶ
」は

悲
し
い
現
実
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
ど
ち
ら
も
し
っ

か
り
と
読
み
継
が
れ
て
ほ
し
い
。南

丹
市
長　

西
村　

良
平

　

絵
本
の
世
界
に
は
、
民
話
を
素
材
と
し
て
う
ま
れ
た
秀

作
が
多
く
あ
る
。「
か
さ
じ
ぞ
う
」、「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ

ん
」、「
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」、「
一
寸
法
師
」、「
う
ら
し

ま
太
郎
」な
ど
な
ど
。
民
衆
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
、

民
衆
に
よ
っ
て
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
話
。

ほ
の
ぼ
の
と
温
か
く
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
い
て

し
っ
か
り
と
人
の
生
き
方
を
諭さ

と

し
て
く
れ
る
作
品
が
少
な

く
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
海
外
で
も
名
作
と
し
て
評
価
を
得
て
い
る
作

品
は
山
ほ
ど
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
民
話「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の

木
」、
モ
ン
ゴ
ル
民
話「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
民
話「
三
匹
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」、
ブ
ル
ガ
リ
ア

民
話「
金
の
鳥
」な
ど
。
そ
の
中
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話「
て

ぶ
く
ろ
」や
ロ
シ
ア
民
話「
お
お
き
な
か
ぶ
」が
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
子
供
た
ち
に
は
大
人
気
の
絵
本
。「
て
ぶ
く

ろ
」は
お
爺
さ
ん
が
落
と
し
た
手
袋
の
中
に
ネ
ズ
ミ
、
カ

エ
ル
、
ウ
サ
ギ
、
キ
ツ
ネ
、
オ
オ
カ
ミ
、
遂
に
は
イ
ノ
シ

シ
や
ク
マ
ま
で
次
々
と
入
る
。
弾
け
て
破
れ
そ
う
な
手
袋

の
中
で
狭
い
な
が
ら
も
仲
良
く
過
ご
す
。「
お
お
き
な
か

ぶ
」は
、
お
爺
さ
ん
が
巨
大
な
カ
ブ
を
抜
こ
う
と
し
て
も

な
か
な
か
抜
け
ず
、
家
族
や
動
物
が
集
ま
り
皆
で
力
を
合

わ
せ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
に
ゆ
か
り
の
あ
る
２
つ
の
作
品

は
社
会
の
共
生
や
協
力
の
大
切
さ
を
描
い
て
い
る
。
こ
ん

な
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
た
両
国
は
、
今
は
皮
肉
に
も

戦
争
状
態
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

凄せ
い

惨さ
ん

な
状
況
が
毎
日
報
道
さ
れ
、
特
に
市
民
へ
の
無
差
別

▲庭のベニバナトキワマンサクの花


